
はじめに

　本学の介護実習Ⅱの「介護総合実習」では、集大

成の実習として介護過程の展開を行うことで、知識

と技術を統合し、多職種連携や地域での生活支援や

社会資源として施設の役割を学ぶことを目的として

実施してきた。

　しかし、2020 年度は新型コロナウイルスの感染

予防のため、実習施設での実習ができなくなり、急

遽、学内での実習を行うこととなった。実習目標を

達成するために、感染予防対策のもと、180 時間分

のプログラムを作成し、学内実習を行った。文部科

学省高等教育局、厚生労働省社会・援護局等から「新

型コロナウイルスの感染症の発生に伴う医療関係職

種等の各学校、養成所及び養成施設等の対応につい

て 1）」の通達により、2020 年度は全国の介護福祉

士養成校で学内実習が実施されたと考えるが、それ

についてはまだ公表された研究論文はない。そこで、

本研究では、学内実習を行った学生と教員へのアン

ケート調査に基づき、学内実習の評価と課題につい

て明らかにすることを目的とする。

１．「介護総合実習」学内実習の決定

　本学科では、介護実習Ⅰと介護実習Ⅱの個別援助

技術実習（17 日間・135 時間 ) を 1 年次に実施し

ている。2020 年 2 月には、17 日間の個別援助技

術実習を実習施設で実施していたが、新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大により、12 日間を終えた

ところで実習の中断を余儀なくされた。不足分の 5

日間を学内実習として、３密を避けて少人数での学

内実習を行い、単位を取得させる形をとった。

　2020 年度は、4 月に新型コロナウイルス感染症

のため、緊急事態宣言が発令された。本学科では 6

月に独自の「介護実習における感染予防対策」を作

成し、施設に対して 9 月に実施予定の 2 年生「介

護総合実習」の受け入れ依頼を始めた。「今年度は

すべての実習受け入れ不可」とする施設もあり調整

は難航したが、なんとか 20 施設（１年生・専攻科

の同時期の実習を含めると 37 施設・事業所）への

配置が決定した。しかし、7 月中旬より感染者増加

のために、7 か所の実習施設から「受け入れ不可」

とする連絡があった。この時期、全国老健協会、全

国老人福祉施設協議会から外部との接触を極力避け

るようにとの通知があり、家族との面会を中止する

施設・事業所がほとんどであった。学科としては、

①お盆を挟んだ 9 月に再び感染拡大の危険がある

こと　②実習施設と学生の居住地が全県にわたって
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要旨

　令和 2 年度の介護福祉実習は、コロナ禍により学内実習とせざるを得なくなった。本学では、介護福祉学

科 2 年生の最後の実習である「介護総合実習」を学内実施し、多くの学びを得た。本稿では、その実習内容

を整理し、授業終了時の学生と教員へのアンケート結果に基づき、学内実習の評価と課題について考察した。

その結果として（1）実習目標の達成のためには、①外部講師などの効果的な人材の活用　②系統的な実習プ

ログラムを組み立てて実施すること　③教員の連携が非常に有効である。（2）系統的な実習プログラムに対

して課題を短期間で完結し、評価が見え、学び合いや主体的にとりくめるしくみを工夫することで学生の達

成感や満足感が高められる。教員は、このような学生の力を引き出す工夫を今後の実習指導や授業に活用し

ていく必要がある。（3）学内実習においてロールプレイングやシミュレーション等模擬的な体験をとおして

知識として学ぶことにとどまるのはやむを得ない。しかし、学内実習により単位取得した卒業生が、コロナ

禍の介護現場で働くためには、丁寧な現場での新人教育が配慮されるべきである。（4）新カリキュラム導入

に際して、実習施設でも学内の実習前指導の中でも「多職種協働」と「地域」について全員が学べる配慮が

必要である。という４点が示唆された。
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資料



(2) 学生の態度

①身だしなみ・実習態度等については、施設実習で

　の態度と同じに行う。

・学生は実習着で終日過ごす。髪の色や身だしなみ

　を整える。

・実習時間中は、昼休みも含めスマートフォンの使

　用を禁止する。

②記録等の管理について

・学生は、特別講師・演習の資料を実習ファイルに

　綴じる。

・実習出席表に毎日当番の教員が捺印し学生が自己

　管理する。　　

(3) 教員の情報共有

・学生の出欠席や参加状況等、次の実習プログラム

　の担当教員に引き継ぐ。

・毎日の資料は、実習研究室に保管し、教員間で内

　容を共有する。

３）生活支援技術の実施方針

・３蜜を避けて、生活支援技術の演習を行う。

・DVD やモデル人形の活用を積極的に行う。

・感染予防のための必要物品の調達（フェイスシー

　ルドを購入する）　

４）感染予防対策

・毎朝の検温と健康チェック表を記入して登校す

　る。

・多くの人との接触をしないために教室・実習室・

　昼食場所の確保と換気の徹底。

・手洗いの徹底、マスク、フェイスシールドの使用。

・密にならない配慮（換気、距離、時間）等

　教室の除菌清掃等については、松本短期大学学生

　支援委員会のマニュアル等に従い実施する。

５）学内実習開始に向けた検討課題

・実習目標にそった実習プログラム作成

　実習内容・実施順、外部講師も含めたプログラム

　の検討

・実習評価票の再作成

・効果的な小グループの分け方（生活支援技術の演

　習グループ、チューターグループ等の活用）

３．「介護総合実習」学内実習の実施内容

　本学科における「介護総合実習」の実習目的と実

習目標は、次のとおりである。

１）実習目的

(1) 介護過程を展開し、利用者の望む生活支援が総

　合的に考えられる。

(2) 利用者の個別理解を深め、適切な生活支援を実

　施できる。

(3) 利用者本位のサービスを提供するため他の職種

　を含めたチームケアの必要性を理解する。

いること　③教育機会の平等性と学生の精神面への

影響　④介護現場への負担の４点を考慮して、すべ

ての実習を学内実習にすることを 8 月初旬に決定

した。

　学内実習については、文部科学省高等教育局、厚

生労働省社会・援護局等から「新型コロナウイルス

の感染症の発生に伴う医療関係職種等の各学校、養

成所及び養成施設等の対応について」の通達があり、

「実習施設の確保が困難な場合は、実習に代えて演

習又は学内実習等を実施することにより、必要な知

識及び技術を習得すること」「実習に替わり得る学

修として各学校養成所等で配当した単位もしくは時

間を履修して卒業した者については、従来どおり、

各医療関係職種の国家試験の受験資格が認められる

こと」が示された。さらに学内実習の例として「実

習先講師を招聘し、実習先での状況や実習を行った

時の対応など、通常より現場に近い授業演習の実施」

「学生が役割分担するなどにより、学内でのロール

プレイを通じて技術を修得」などが示された。

２．「介護総合実習」学内実習の実施

　8 月 31 日から 10 月 1 日まで介護実習Ⅱである

2 学年の介護総合実習（22 日間・180 時間）を学

内実施した。実習施設職員の方々や卒業生に講師を

依頼し現場の話をしていただくほか、それぞれの実

習目標の達成のためのプログラムを全教員体制で展

開した。学生に対しては実習担当教員から経過の説

明、実習オリエンテーションを行った。

　一方、１年生の介護導入実習Ⅰ（5 日間・45 時間）

と介護基礎実習（5 日間・45 時間）も同時期に並

行して実施することとなった。

　学内実習の実施にあたって、学科内で確認したこ

とは以下のとおりである。

１）学内実習の方針

(1) 感染予防対策を行いながら実習目標に沿った実

　 習内容とする

(2) 学生が主体的に学べる工夫をする

２）学内実習全体の実施方針　

(1) 学生の主体性に関しての工夫

①記録に関して

・学生は、学内実習の内容から毎日「本日の目標」

　を立て、主にその目標について行動記録を記載す

　る。

・行動記録は毎日提出し、指導担当教員（チュー

　ター）が見てコメントして返却する。

・学生はノートを用意し実習のメモをとる。

②グループワークやさまざまなグループでの活動の

　機会を多くすることで、学生が主体的に学べるし

　くみをつくる
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　　③移乗・移動　④食事及び口腔ケア　⑤排泄 

　　⑥入浴　⑦身だしなみ

(5) 生活の活性化や維持拡大のためのアクティビ

　ティ・サービスを考えることができる。

(6) 利用者本位のサービスを提供するため他職種を

　含めたチームケアの必要性を理解できる。

(7) 地域で生活する人という視点で利用者を理解す

　る。

(8) 地域における社会資源として施設・事業所の役

　割を理解する。

(4) 利用者の生活を地域との関わりから考え、地域

　社会における施設の役割を理解する。

２）実習目標

(1) 施設の理解をし、事前に実習計画を立て、主体

　的に実習できる。

(2) 利用者との良好な人間関係を形成することがで

　きる。

(3) 受け持ち利用者の介護過程を展開できる。

(4) 安全で身体状況に合わせた生活支援を指導者の

　見守りのもと、２人以上実施できる。

　　①生活環境　② コミュニケーション 

師講別特プールグ施実容　　　　内数間時標目習実

A介護老人保健施設の生活と介護

実習生に望むこと　（講義と演習）

長設施設施習実護介と活生の設施祉福人老護介B2

2 介護老人保健施設の生活と介護

4 特養・老健実習施設概要記録の個別ワーク

プールグーターュチスンレァフンカ終最3

者理管所業事習実）習演と義講（際実の方りわ関のと者用利4

（とこく働てしと士祉福護介4 DVD使用）

7 事例Aについてアセスメント（生活課題の抽出） チューターグループ

6 事例Aについてチューターで話し合い（介護計画の立案） チューターグループ

3 事例A　介護計画の実施場面のロールプレイ発表準備 チューターグループ

プールグーターュチ会表発イレプルーロ　A例事4

1 事例A　ロールプレイ発表会振り返り

2 事例のまとめ　パワーポイントの作成方法

名２生業卒表発究研例事の生業卒2

3 事例のまとめ　パワーポイントの作成

4 事例の発表練習

3 事例のまとめ　パワーポイントの修正

班３つずーターュチ2会表発めとまの例事5

1プールグ小）い思の族家と歴活生（ていつにB例事4

1プールグ小るえ考を活生いしま望ていつにB例事3

プールグ習演）作操のスイ車（術技援支活生ので場現護介4

プールグ習演）動移（術技援支活生ので場現護介4

3 手順書の作成　事例C

2 介護現場での生活支援技術（床からの立ち上がり、杖歩行） 事例C 演習グループ

5 手順書の作成　実技試験   事例C

2 外出支援についてオリエンテーションと計画立案   事例D

2プールグ小D例事　　援支出外のでスイ車4

2プールグ小D例事　めとま・り返り振援支出外7

2プールグ小D例事　成作トンイポーワパ 援支出外3

2プールグ小D例事　　会表発 援支出外4

8 アクティビティ・サービス計画の立案・実施準備

プールグーターュチ会表発スビーサ・ィテビィテクア4

プールグーターュチり返り振会表発スビーサ・ィテビィテクア4

2 施設における多職種連携

長係護看設施習実携連のと職護介と職護看るけおに設施2

長設施設施習実携連種職多るけおに設施祉福人老護介C2

長部養療設施習実携連種職多るけおに設施健保人老護介D2

2 介護保険制度と多職種連携

長設施設施習実3プールグ小とこむ望に士祉福護介く働で設施2

2 施設で利用者の生活を支えること（事例Bをとおして） 実習施設生活相談員・
介護支援専門員

会士祉福護介県ていつに動活の時害災・プッアアリャキの士祉福護介2

（場現護介るき生と域地3 DVD使用）

3 利用者の生活と地域の暮らし

長設施設施習実割役の設施祉福人老護介るけおに域地2

2 地域におけるボランティアの役割

任主護介設施習実りわ関の域地と策対災防の設施2

長設施設施習実割役の設施祉福人老護介型着密域地るけおに域地2

3プールグ小」らたっくつを設施が私「クーワプールグ3

32入記録記動行　

合　　　計 180

[表1-1] 介護総合実習　学内実習内容　　　　　　2020年8月31日～10月1日実施

(6)利用者本位のサービスを提供す
るため他職種を含めたチームケアの

必要性を理解できる

(4)安全で身体状況に合わせた生活
支援を指導者の見守りのもと、２人

以上実施できる。

(3)受け持ち利用者の介護過程を展
開できる。

4

(8)地域における社会資源として施
設・事業所の役割を理解する。

(5)生活の活性化や維持拡大のため
のアクティビティ・サービスを考え

ることができる。

実習施設実習指導者

(2)利用者との良好な人間関係を形
成することができる。

(7)地域で生活する人という視点で
利用者を理解する。

(1)施設の理解をし、事前に実習計
画を立て、主体的に実習できる。

　①施設の特徴や役割・生活環境・
介護方針等が理解できる。
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実習日数

1

A老健の生活と介護 B特養の生活と介護(外部講師）

2
【実習目標(1)①施設の特徴や役割・生活
環境・介護方針等が理解できる】

【実習目標(2)利用者との良好な人間関係
を形成することができる】

実習生に望むこと　（外部講師） 利用者とのかかわり方（外部講師）

3

利用者とのかかわり方（外部講師） コミュニケーションのワーク

4

5

アクティビティ・サービス発表会振り返り アクティビティサービス評価

6

7

8

事例A　介護計画の実施場面のロールプレ
イ発表準備

事例A　ロールプレイ発表会振り返り

9

事例のまとめ（パワーポイント作成方法） 事例のまとめ（卒業生の事例研究発表）

10

11

多職種連携の実際 施設における多職種連携（外部講師）
介護保険制度と多職種連携、ケアマネジメ
ント

地域におけるボランティアの役割

12

C特養の多職種連携(外部講師） D老健の多職種連携(外部講師） C特養の地域における役割(外部講師)

13

14

介護現場での生活支援技術（移動） 介護現場での生活支援技術（歩行） 事例Cの理解　手順書の作成 手順書の作成

15
【実習目標(4)安全で身体状況に合わせた
生活支援】

外出支援オリエンテーションと計画立案
事例Dの理解

16

17

18

19

20

施設の防災対策と地域の関わり(外部講
師）

地域と生きる介護現場

21

地域における施設の役割、施設運営会議
(外部講師）

施設で働く介護福祉士に望むこと

22

介護福祉士の専門性、キャリアアップ、災
害時の活躍について(外部講師）

最終カンファレンス

【実習目標(3)受け持ち利用者の介護過程を展開できる】

事例のまとめ発表練習 事例のまとめ（パワーポイントの修正）

【実習目標(4)安全で身体状況に合わせた生活支援を指導者の見守りのもと、２人以上実施できる】

【実習目標(6)利用者本位のサービスを提供するため他職種を含めたチームケアの必要性を理解できる】

【実習目標(3)受け持ち利用者の介護過程を展開できる】

【実習目標(4)安全で身体状況に合わせた生活支援を指導者の見守りのもと、２人以上実施できる】

【実習目標(3)受け持ち利用者の介護過程の展開ができる】

車イスでの外出支援　　事例D 外出支援振り返り・まとめ　事例D

外出支援振り返り・まとめ　事例D 外出支援 パワーポイント作成　事例D

事例のまとめ発表会

【実習目標(4)安全で身体状況に合わせた生活支援を指導者の見守りのもと、２人以上実施できる】

【実習目標(4)安全で身体状況に合わせた生活支援を指導者の見守りのもと、２人以上実施できる】

【実習目標(6)利用者本位のサービスを提供するため他職種を含めたチームケアの必要
性を理解できる】

【実習目標(3)受け持ち利用者の介護過程を展開できる】

【実習目標(3)受け持ち利用者の介護過程の展開ができる】

事例のまとめ　（パワーポイント作成）

事例Aについてアセスメント（生活課題の抽出）事例Aについての理解・情報の整理

事例A　介護計画の実施場面のロールプレイ発表準備

事例A　ロールプレイ発表会

アクティビティ・サービス発表会の実施準備 介護福祉士として働くこと

【実習目標(5)生活の活性化や維持拡大のためのアクティビティ・サービスを考えることができる】

アクティビティ・サービス発表会（小グループ）

【実習目標(3)受け持ち利用者の介護過程を展開できる】

【実習目標(8)地域における社会資源として施設・事業所の役割を理解する】

事例Bの理解（生活歴と家族の思い） 事例Bについてグループで話し合い望ましい生活を考える

【表1‐2】　

実　習　目　標　と　１　日　の　実　習　内　容

【実習目標(1)①施設の特徴や役割・生活環境・介護方針等が理解できる】

特養・老健実習施設概要記録の個別ワーク

【実習目標(5)生活の活性化や維持拡大のためのアクティビティ・サービスを考えるこ
とができる】

【実習目標(3)受け持ち利用者の介護過程を展開できる】

アクティビティ・サービス計画の立案・実施準備

【実習目標(4)安全で身体状況に合わせた生活支援を指導者の見守りのもと、２人以上
実施できる】

【実習目標(2)利用者との良好な人間関係を形成することができる】

介護現場での生活支援技術(移動)

事例Aについてチューターで話し合い（介護計画の立案）

【実習目標(5)生活の活性化や維持拡大のためのアクティビティ・サービスを考えるこ
とができる】

【実習目標(2)利用者との良好な人間関係を形成することができる】

施設で利用者の生活を支えること（事例Bをとおして）

介護現場での生活支援技術（床からの立ち上がり、杖歩行） 事例C 介護現場での生活支援技術（手順書に基づく実技試験)事例C

外出支援 パワーポイント発表会　事例D

【実習目標(8)地域における社会資源として施設・事業所の役割を理解する】 【実習目標(7)地域で生活する人という視点で利用者を理解する】

グループワーク「私が施設をつくったら」

【実習目標(3)(6)(7)】

【実習目標(4)安全で身体状況に合わせた生活支援を指導者の見守りのもと、２人以上
実施できる】

【実習目標(8)地域における社会資源として施設・事業所の役割を理解する】

地域と生きる介護現場

利用者の生活と地域

【実習目標(8)地域における社会資源として施設・事業所の役割を理解する】 【実習目標(6)(7)(8)】
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③自分の考えを他の人に伝える力

④利用者に合わせた介護方法を考える力

⑤利用者とのコミュニケーション力

⑥多職種と連携する力

⑦利用者を理解しようとする力

⑧利用者の望む姿を想像・創造する力

⑨利用者の介護の方向性を客観的に検証する力

５）分析方法

　数値化できる部分は、そう思う 4 点、少し思う

3 点、あまり思わない 2 点、思わない 1 点として、

平均値と標準偏差値を算出した。自由記載について

は、同類内容をカテゴリー化した。

６）倫理的配慮

　調査対象に、研究目的と下記の点を文書および口

頭にて説明し、研究協力の依頼をした。

①調査への参加は任意であり、不参加の場合も実習

　評価等には無関係であること

②回収ボックスへの提出をもって同意が得られたも

　のとすること

③個人情報保護のため、質問紙調査は無記名であ

　り、直筆ではなく質問紙のデータを用いて、パソ

　コンで記入、印刷して回収ボックスへの投函も可

　能とすること

④個人を特定できないよう統計的に処理すること

⑤得られた情報は、紀要や学会のデータとして使用

　すること

　なお、本研究は松本短期大学研究倫理委員会（承

認番号 202006 号）の承認を得ている。

５．調査結果

　学生アンケート回収結果は介護福祉学科 2 年 25

人であり、回収率は 92.6％であった。

(1) 実習目標の到達度としては［表 2 -1］［図 1］

のとおりであった。達成に関して「そう思う 4 点、

少し思う 3 点、あまり思わない 2 点、思わない 1 点」

として、平均値と標準偏差値を算出したところ、実

習の基本①「施設の特徴と介護方針の理解（3.8 ±

0.4）」、介護過程の②「アセスメント（3.7 ± 0.5）」

③「介護計画の立案（3.6 ± 0.6）」④「介護計画の

実施（3.6 ± 0.7）」、生活支援技術の③「外出支援

の方法（3.8 ± 0.4）」、多職種協働の①「チームケ

アの必要性を理解（3.8 ± 0.4）」などが、高い値で

あり標準偏差値が小さいことから、多くの学生が到

達したと考えている。逆に生活支援技術の②「利用

者に適したコミュニケーション（3.0 ± 0.8）」は低

い値であり、到達していないと考える学生が多く

なっている。

実習プログラム作成の意図

　実習プログラム作成にあたっては、実習目標が達

成できるように、施設の理解、介護過程、コミュニ

ケーション、生活支援技術、アクティビティ・サー

ビス、多職種連携、地域での生活者としての利用者

理解、地域における施設の役割などのテーマごとに

適切な特別講師、実習内容を検討した。

　また、それぞれの実習内容について必要な事例（事

例 A から D）を用いて、導入 ( 講義、説明、事例

の提示 )、個人ワークやグループワーク、計画立案、

実施（演習）、評価、発表など、学びを系統的に進

める方法を工夫した。

　実習プログラムは、毎週末に次週１週間分を提示

し、内容と進め方について丁寧に説明した。これは、

学生が受け身ではなく自ら目標をもって主体的に実

習することを重視するねらいがあった。

４.研究方法

１）調査対象

学生アンケート　「介護総合実習」を履修した介護

　福祉学科 2 年生 27 名

教員アンケート　 介護福祉学科教員（研究者を除

　く）4 名

２）調査期間

　（1）調査期間：令和 2 年 10 月 15 日頃より 1 週

　　間（研究倫理委員会の承認が得られ次第）

　（2）研究期間；令和 2 年 8 月 31 日～ 10 月 30 日

３）調査方法

　実習終了した後日に質問紙調査を行う。

４）調査内容

　実習目標の到達度と得られた知識・技術・マイン

ドとして、次の項目について４段階で調査した。

（1）実習目標の到達度

実習の基本　①施設の特徴と介護方針の理解②実習

　目標の明確化③共感的態度の重要性

介護過程　①情報収集②アセスメント③介護計画の

　立案④介護計画の実施⑤介護計画の評価

生活支援技術　①生活環境の理解②利用者に適した

　コミュニケーション③外出支援の方法④介護手順

　書の作成⑤手順書による移乗・移動の実施

アクティビティ・サービス　①アクティビティ・サー

　ビス計画立案②アクティビティ・サービスの実施・

　評価

多職種協働・地域　①チームケアの必要性を理解

　②地域で生活する人の理解③地域における施設・

　事業所の役割の理解

（2）学内実習で得られた知識・技術・マインド

①文章を書く力

②仲間と協力して課題に取り組む力
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52=n度達到の標目習実　]1-2表[

値均平目項 標準偏差値

4.08.3解理の針方護介と徴特の設施①
7.02.3化確明の標目習実②
6.06.3性要重の度態的感共③
6.03.3集収報情①
5.07.3トンメスセア②
6.06.3案立の画計護介③
7.06.3施実の画計護介④
6.03.3価評の画計護介⑤
5.05.3解理の境環活生①

② 利用者に適したコミュニケーション 3.0 0.8
4.08.3法方の援支出外③
6.05.3成作の書順手護介④

⑤ 手順書による移乗・移動の実施 3.3 0.5
① アクティビティ・サービス計画立案 3.5 0.9
② アクティビティ・サービスの実施・評価 3.5 1.0

4.08.3解理を性要必のアケムーチ①
5.05.3解理の人るす活生で域地②

③ 地域における施設・事業所の役割の理解 3.5 0.6
Max４

[表2-2] 52=nドンイマ・術技・識知たれら得で習実内学　

値均平容内 標準偏差値

6.03.3力く書を章文①
② 仲間と協力して課題に取り組む力 3.4 0.9
③ 自分の考えを他の人に伝える力 3.4 0.6
④ 利用者に合わせた介護方法を考える力 3.5 0.6
⑤ 利用者とのコミュニケーション力 3.0 0.9

4.08.3力るす携連と種職多⑥
6.03.3力るすとうよし解理を者用利⑦

⑧ 利用者の望む姿を想像・創造する力 3.4 0.6
⑨ 介護の方向性を客観的に検証する力 3.2 0.8

5.05.3度足満
Max４

多職種協働・地域

内容

実習の基本

介護過程

生活支援技術

アクティビティ・サービス

60 0
40.0 

80.0 

36 0

44.0 

20.0 

4 0

16.0 
共感的態度の重要性

実習目標の明確化

施設概要の理解

実
習

の
基

本

％ n=25

68.0 
60.0 

68.0 
40.0 

60.0 
40.0 

20.0 

36.0 

32.0 

52.0 

36.0 

44.0 

12.0 

4.0 

 

8.0 

4.0 

16.0 

介護計画の実施

介護計画の立案

アセスメント

情報収集

共感的態度の重要性

実習目標の明確化

介
護

過
程

実
習

の

52.0 
76.0 

24.0 
48.0 

36.0 
68.0 

44.0 

24.0 

56.0 

52.0 

60.0 

20.0 

4.0 

 

12.0 

 

4.0 

12.0 

8.0 

介護手順書の作成

外出支援

コミュニケーション

生活環境の理解

介護計画の評価

介護計画の実施

生
活

支
援

技
術

介

80.0 
68.0 

60.0 
32.0 

52.0 
76.0 

20.0 

20.0 

36.0 

64.0 

44.0 

24.0 

0.0 

8.0 

 

4.0 

4.0 

 

チームケアの必要性

実施・評価

計画立案

手順書による実施

介護手順書の作成

地
域

ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
・
サ

ー
ビ

ス
生

活
支

56.0 
52.0 

80.0 

40.0 

48.0 

20.0 

4.0 

 

 

地域における施設・事業所の役割の理解

地域で生活する人の理解

チームケアの必要性

多
職

種
協

働
・
地

域

テ

［図１］　実習目標の到達度
そう思う 少し思う あまり思わない そう思わない

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
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(2) 学内実習で得られたと思う知識・技術・マイン

ドは［表 2 -2］［図 2］のとおりであった。得られ

た理由としての学生と教員の記述は、［表 3］［表 4］

のとおりである。

52=n度達到の標目習実　]1-2表[

値均平目項 標準偏差値

4.08.3解理の針方護介と徴特の設施①
7.02.3化確明の標目習実②
6.06.3性要重の度態的感共③
6.03.3集収報情①
5.07.3トンメスセア②
6.06.3案立の画計護介③
7.06.3施実の画計護介④
6.03.3価評の画計護介⑤
5.05.3解理の境環活生①

② 利用者に適したコミュニケーション 3.0 0.8
4.08.3法方の援支出外③
6.05.3成作の書順手護介④

⑤ 手順書による移乗・移動の実施 3.3 0.5
① アクティビティ・サービス計画立案 3.5 0.9
② アクティビティ・サービスの実施・評価 3.5 1.0

4.08.3解理を性要必のアケムーチ①
5.05.3解理の人るす活生で域地②

③ 地域における施設・事業所の役割の理解 3.5 0.6
Max４

[表2-2] 52=nドンイマ・術技・識知たれら得で習実内学　

値均平容内 標準偏差値

6.03.3力く書を章文①
② 仲間と協力して課題に取り組む力 3.4 0.9
③ 自分の考えを他の人に伝える力 3.4 0.6
④ 利用者に合わせた介護方法を考える力 3.5 0.6
⑤ 利用者とのコミュニケーション力 3.0 0.9

4.08.3力るす携連と種職多⑥
6.03.3力るすとうよし解理を者用利⑦

⑧ 利用者の望む姿を想像・創造する力 3.4 0.6
⑨ 介護の方向性を客観的に検証する力 3.2 0.8

5.05.3度足満
Max４

多職種協働・地域

内容

実習の基本

介護過程

生活支援技術

アクティビティ・サービス

56.0 

36.0 

28.0 

56.0 

8.0 

8.0 

4.0 

0.0 

％ n=25

28.0 

52.0 

48.0 

56.0 

48.0 

44.0 

44.0 

28.0 

16.0 

4.0 

8.0 

8.0 

8.0 

0.0 

0.0 

4.0 

44.0 

40.0 

84.0 

28.0 

48.0 

52.0 

16.0 

48.0 

8.0 

8.0 

 

16.0 

0.0 

0.0

0.0

 

8.0 

40.0 

44.0 

48.0 

48.0 

8.0 

8.0 

4.0 

0.0 

［図2］　実習で得られた知識・技術・マインド

得られた 少し得られた あまり得られなかった 得られなかった

介護の方向性を客観的に
検証する力

利用者の望む姿を想像・創造
する力

利用者を理解する力

多職種との連携

コミュニケーション力

介護方法を考える

意見を他者に伝える

仲間と協力する

文章を書く力
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[表3]　学生の評価　（自由記述）

① 文章を書く力
容内な主ーリゴテカ 件数

7もりよ前　で階段終最と日初　とこく書々日　録記の々日く書日毎

7量のんさくた　書順手　開展の程過護介　モメの師講部外　録記習実たっか多が会機く書

2く書を拠根　え考の分自拠根・え考の分自

3力成構書文　　章文るわ伝に手相　　　　字誤さ確正

2に座即かいよばけ書を何　　たっなく早にうよるけ書く早

2たっ困にのるめとま　　うましてい書をとこなうよじ同とこなうよじ同

2いなが会機く書　たっかなれら得りまあたっかなれら得りまあ

② 仲間と協力して課題に取り組む力
容内な主ーリゴテカ 件数

課題に協力して取り組む 1つの課題に対して　グループワークで　ロールプレイングで　発表で 9

5たっか助で見意の人の他　だん学らか見意う違はと分自見意う違はと分自

4りかっし　確明が割役　重尊を見意　たっなくよが方い合し話法方のい合し話

2てしと員一のムーチ　　感成達のと間仲いなはで習実設施感成達のと間仲

3量のとこるや　人いなま組り取　人いなし加参人いならや

1プールグじ同もついプールグじ同もつい

1足不の力るめとま足不の力るめとま

③ 自分の考えを他の人に伝える力
容内な主ーリゴテカ 件数

グループ内で伝える
グループワークで自分の考えを　　自分の考えを主張　グループでの取り組み　課題
への取り組み

9

7たきで応対に問質　てめとまを点要　トンイポーワパ表発たし用使をトンイポーワパ

3表発で前人　てしおとを表発場るす表発

2夫工　法方いすやりわ伝夫工るえ伝くすやりかわ

4いならまとまがえ考　いならわ伝くまう　さし難のとこるえ伝さし難のとこるえ伝

④

容内な主ーリゴテカ 件数

8法方のけが声　拠根　順手　たれらえ考でとこく書を書順手験試術技と書順手

4性別個　ち持気　気病　況状体身解理の者用利

2るえ考を題課るあに先のそ　　性要重す出き引をとこるきでの人のそす出き引を性能可

2識知いなら知　　術技のりが上ち立識知・術技いし新

で画計の出外援支出外 1

事例であったため自信がない 想定の利用者では無理がある　実際の利用者ではないため自信がない 6

⑤

容内な主ーリゴテカ 件数

7いないてっわ関と者用利　役代の生学いないてっわ関と者用利に際実

コミュニケーション方法について学んだ
尊厳を守る　共感　相手の状況や気持ちに合わせた声がけ　認知症の人とのコミュニ
ケーション

5

4てえ考をけが声や容内す話　　で会表発ィテビィテクアたきでがるあはで擬模

3と人いなとこたし話りまあ　でどなクーワプールグたけつを力で間生学

3法方ンョシーケニュミコなろいろい　る取み読をち持気るえ考てし定想を況状や者用利

⑥ 多職種と連携する力
容内な主ーリゴテカ 件数

現場での多職種連携の実際 さまざまな施設　ナースやケアマネの話　多くの職種　わかりやすく 12

4めたのしら暮い良りよので設施　アケムーチるいに心中が者用利めたるすくよりよを活生の者用利

5るわ関が種職のく多　とこいなきで決解はでけだ職護介とこいなきで決解でけだ職護介

2たべ学く深りよく行に習実たべ学りよく行に習実

1明不はかたいつが力がたっか分は性要重がたきでは解理

⑦ 利用者を理解しようとする力
容内な主ーリゴテカ 件数

7場立の手相　う添り寄に者用利　つ待　感共にい想　ち持気るえ考をち持気

6書順手　Ｂ例事　画計護介　トンメスセア例事・開展の過護介

3らか話の方の設施らか話の方の設施

3むかるきでが何　かのるいてめ求を何かるきでが何・係関頼信

2明不らかいないてし接と者用利の際実いないてっわ関と者用利

⑧

容内な主ーリゴテカ 件数

施設の方の話から 3

7う違はととこいたしの側者護介　るえ考を活生む望　画計護介　話の際実てじうつを例事

6とこるきで援支　　姿む望の者用利へ画計護介

実際に利用者に接していないので 4

⑨ 利用者の介護の方向性を客観的に検証する力
容内な主ーリゴテカ 件数

6証検を性向方の護介　　書順手　　画計護介　　にから明を拠根　に的観客

3ていきを見意の人点視の者他

施設の人の話から 1

介護の仕方はさまざま 1

あまりできなかった 3

利用者に合わせた介護方法を考える力

利用者とのコミュニケーション力

利用者の望む姿を想像・創造する力
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分とは違う意見」から学び合うことができたとして

いる。さらに、他者の意見の尊重や役割分担など「話

し合いの方法」も身につけ、「仲間との達成感」を

得た学生もある。一方、取り組む人と取り組まない

人の差が大きいことや、「まとめる力」の不足を感

じた学生もいた。教員としても「課題に協力して取

り組む」力が得られたという意見は同様であるが、

協力して取り組めない学生に対して、学生からの非

難があることも指摘している。

①「文章を書く力」については、実習記録や介護過

程、手順書など「書く機会が多く」「毎日書く」こ

とによって、「正確に」「自分の考えや根拠」を「短

時間で」書く力がついたとしている。教員としては、

書く力は「個人差が大きい」としつつも、記録の内

容や分量が向上したとしている。

②「仲間と協力して課題に取り組む力」については、

さまざまなグルーワークやロールプレイング、発表

準備など「課題に協力して取り組む」なかで、「自

[表4]　教員の評価　(自由記述）

① 文章を書く力
容内な主ーリゴテカ 件数

個人差が大きい 3るあが差てっよに生学。るあがきつらば、は力く書

書く力が得られた
意識して書けるようになった　　実習記録　外部講師のメモ　介護過程の展開　手順
書　各種振り返りシート等書く力が得られた

2

1ため組り取ていてえ増もりよ習実の常通たえ増は量録記

②
容内な主ーリゴテカ 件数

2たきでがとこむ組り取てし力協　　識意間仲解理の性要重む組り取に題課と間仲

チームとして取り組む アクティビティ・サービスや多くの場面でチームとして取り組んだ 1
意見を伝える・聞く・まとめる力がつい
た

グループワークで意見を伝える・聞く・まとめる等考えながらできた 1

1りあも難非のへ生学いなま組り取いき大が差人個

③
容内な主ーリゴテカ 件数

2たっか多が面場るす明説に者他りよ習実の常通たいつが力るす明説に者他

わかりやすい伝え方を意識 どうしたら伝わるのか、わかりやすいか色々考えた 準備の必要性 2

1るなくなが感抗抵るす対に表発、でとこるけ設を会機るす表発数複るなくなが感抗抵

④
容内な主ーリゴテカ 件数

1くつが力るす討検を法方護介たせわ合に者用利りよに等験試術技と書順手、程過護介たいつが力るす討検

1たいつに身が力るえ考ていつに法方護介で等グンイレプルーロくつに身が力るえ考

1かいなはでのたっあが安不とさし難でのいなはで者用利の際実安不とさし難

1るあが差人個てっよに生学、らか況状加参や録記るあが差人個

⑤
容内な主ーリゴテカ 件数

コミュニケーション方法について考えた コミュニケーション力が養えた。利用者を想定しながらコミュニケーション方法を考
えられた

2
コミュニケーション力がついたとは言え
ない

実際の利用者とコミュニケーションが図れなかった　知識や技術の復習はできたがコ
ミュニケーション力を得られたかは不明

2

1るあが界限はかたれら得が力ンョシーケニュミコに際実るあが界限はに価評

⑥ 多職種と連携する力
容内な主ーリゴテカ 件数

3解理ていつに性要必らか点視のれぞれそで設施なまざまさ解理の性要必の携連種職多

多職種連携するには限界
必要性は理解できたが、連携する力が得られたかといえば不十分　　実際の利用者が
いるわけでないので、達成（評価）には限界がある

3

1るあが差人個りよ況状加参や録記の生学るあが差人個

⑦ 利用者を理解しようとする力
容内な主ーリゴテカ 件数

利用者個々の能力が検討できた 介護過程、アクティビティ・サービス、車いすでの外出支援などの機会で 1

1力るすとうよし解理

1力くづ気、げ広を野視

1明不らかいないてし接と者用利の際実数知未力トンメスセア

⑧
容内な主ーリゴテカ 件数

全体的に力がついた
他者の意見を聞くことが多かったので。介護過程、アクティビティ・サービス等を通
して利用者の望む生活が検討できた

2

紙面上の事例で余計に想像できた 紙面上であったので余計に想像できたのではないか 1
個人差が大きい 1

⑨
容内な主ーリゴテカ 件数

客観性・妥当性は検証できない
支援計画はできたが、その客観性・妥当性への検証は不十分。学生同士の実施の評価
だけで、利用者の実施から客観性の必要性への理解

2

1たきでは画計出外のですい車やスビーサ・ィテビィテクアたいつは力るす画計

1たきでがとこるえ考もていつに性能可の後今、で中の表発たれらえ考もていつに性向方の後今

介護の方向性を客観的に検証する力

利用者とのコミュニケーション力

利用者に合わせた介護方法を考える力

自分の考えを他の人に伝える力

仲間と協力して課題に取り組む力

利用者の望む姿を想像・創造する力

他の学生の意見により力がつく

他の学生の意見により力がつく
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⑧「利用者の望む姿を想像・創造する力」については、

「施設の方の話」や「事例」から、利用者の望む生

活は介護者側がしてあげたいこととは違う、利用者

の望む姿にどのように近づけるか考える力がついた

としている。一方で、「実際に利用者と接していな

いので難しい」との記述もあった。教員としては、

「全体的に力がついた」「紙面上の事例で余計に想像

できた」としつつも、「個人差がある」としている。

⑨「介護の方向性を客観的に検証する力」について

は、介護計画や手順書の作成で根拠を明らかにして

「客観的に」見ることができ、また、話し合いのな

かで「他者の視点」を聞き、多面的に考えるように

なったなどの記述があった。教員としては、「計画

立案する力はついた」「今後の支援の方向性につい

て考えられた」が「客観性・妥当性は検証できない」

としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　

(3) 介護総合実習の満足度について、「満足している

４点、少し満足している 3 点、あまり満足してい

ない 2 点、満足していない 1 点」の 4 段階で問う

たところ、平均値と標準偏差値は 3.5 ± 0.5 と高値

であった。

６．考察　　

　学生・教員のアンケート結果として、実習目標の

達成度は高かった。また、得られた知識・技術・マ

インドへの達成度もおおむね高かった。

　そこで、学内実習の評価と課題について「実習目

標の達成」「生活支援技術とコミュニケーションの

経験不足と限界」「多職種協働、地域との関連」に

ついての３つの視点から論じることとする。

１）実習目標の達成について　　　　　

（1）実習内容と学びを深めるプログラム

　学内実施することを決定してから、実習担当教員

を中心に 180 時間分のプログラムを作成した。介

護総合実習の（1）から（8）までの実習目標が達

成できるように、特別講師として実習施設の施設長、

実習指導者、相談員（介護支援専門員）、介護主任、

看護職などの方々に特別講師として、施設での介護

方針や介護の実際、多職種連携について指導いただ

いた。このなかには本学の卒業生も多く含まれてお

り、本学と卒業生、実習施設・事業所の方々とのつ

ながりにより実現できたプログラムであった。

　また教員もそれぞれ施設の介護支援専門員、相談

員、ボランティアコーディネーターなど前職の専門

職としての経験を活かした指導を行い、実習生の力

を引き出す実習プログラムになったと考える。これ

らは、日常の指定規則に則った授業科目の中では、

実施することが難しい内容であった。

　新しい試みのプログラムとして、教員の家族を事

③「自分の考えを他の人に伝える力」については、

「パワーポイントを使用した発表」や「グループ内で」

「分かりやすく伝える工夫」をした、「グループワー

クで積極的に自分の意見を言うようにした」説明を

するのは苦手だったが、「発表する場」があり前よ

りできたとする学生が多かった。少数ではあるが「思

うように自分の考えを発表することができない」と

した学生もいた。教員としては、発表の場面を多く

することの効果を実感している。

④「利用者に合わせた介護方法を考える力」につい

ては、生活支援技術の「手順書の作成と技術試験」

のなかで、事例の「利用者を理解」し、個別性を大

切にしながら介護方法の根拠や声がけをしっかりと

考えることができたとしている。利用者の「可能性

を引き出す」ことを意識できた学生もいた。しかし、

「設定された事例であるため、自信がない」、あまり

力はつかなかったいう記述もあった。教員としては、

個人差があるものの、介護過程、ロールプレイング、

手順書の作成と技術試験等により「検討する力がつ

いた」としている。　　　　　　　　　　　　　　

⑤「利用者とのコミュニケーション力」については、

「実際の利用者と関わっていない」ためあまり身に

つかなかったとの記述が多かった。アクティビティ・

サービス発表会の利用者役との関わりなどで「模擬

ではあるができた」講義やロールプレイ発表会から

「認知症の人とのコミュニケーションについて知れ

た」「状況を想定して考える」ことができたとの記

述もあった。教員側も、想定した利用者に対しての

「コミュニケーション方法について考えられた」と

する意見があるものの「コミュニケーション力がつ

いたとは言えない」「評価には限界がある」として

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑥「多職種と連携する力」については、さまざまな

施設の看護師や介護支援専門員の「現場での多職種

連携の実際」の話しにより、「利用者の生活をより

よくするため」には、「介護職だけでは解決できな

いことがある」と「実際に実習に行くより深く学べ

た」としている。教員としては、「必要性の理解」

はできたものの「多職種と連携する力を評価するに

は限界」があるとしている。 　　　　　　　　　

　⑦「利用者を理解しようとする力」については、

「施設の方の話」「介護過程の展開」「事例」において、

利用者の「気持ち」を理解しようとしたこと、「信

頼関係」の構築が重要で「何かできるかを考える」

ことを学んだとしている。しかし、「利用者に関わっ

ていない」ため、力がついたかわからないとの記述

もあった。教員としては、グループ活動などで「視

野を広げ、気づく」ことによって力がついたとして

いる。
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時間で仲間と協力して課題に取り組む力を日を重ね

るごとにつけていったと考える。

　また、実習を未経験の１年生や専攻科学生が、ア

クティビティ・サービス発表会に利用者役として参

加したり、事例のまとめ発表会を聴講したりする機

会をもち、緊張感をもって学び合う効果となったと

考える。

　実習評価の面では、発表会や実技試験、提出物に

ついて、前もって評価内容や評価基準を学生に提示

して、介護総合実習の評価に反映されることを説明

して進めた。ゴールが見えることで、主体的に取り

組む動機ともなったと考える。

　今回、学生の達成感や満足感が高かったのは、課

題を短期間で完結し、評価が見え、学び合いや主体

的にとりくめるしくみができていたからであると考

える。教員からは、実習後、学年全体が仲間意識を

もってまとまり、学生が落ち着いて授業を受け、集

中力が高まったという意見もあった。しかし、これ

らの教育方法の工夫は学内実習に限ったことではな

い。教員集団としても、学内実習をとおして、学生

の力を引き出す授業展開の工夫について学び、教育

力が向上したといえるので、今後の実習指導や授業

に活用していく必要がある。

２）生活支援技術とコミュニケーションの経験不足

　　と限界

　学生も教員も不足した技術としてあげているの

が、生活支援技術の経験とコミュニケーション力で

ある。生活支援技術については、感染リスクの高い

口腔ケアや食事の介助は避け、移動・移乗の支援も

なるべく身体を密着せずにできるものを選んで実施

した。実際の利用者との直接の関わりができないな

かで、ロールプレイングの実施や手順書の作成、シ

ミュレーションなどによって、利用者の状態を推測

して模擬的に実施することで、経験を代替するしか

方法がないのである。介護福祉実習の学内実習につ

いての研究論文はまだ公表されていないが、社会福

祉士や看護師の養成課程における実習では、ロール

プレイングやシミュレーションが活用されている。

　竹内（2005）は、社会福祉士の実習前教育とし

ての「ケアワーク学内実習」において、学生同士で

介護場面のロールプレイを導入し、利用者と援助者

を体験することで、コミュニケーション技術の重要

性や専門職としてのあるべき態度や姿勢について学

生が学んだことを明らかにしている 2）。一方、鈴

木ら（2020）は、コロナ禍で学内実習となった精

神看護学領域実習において、シナリオに基づいたシ

ミュレーション（模擬的実施）と振り返りを実施し

ている。教員が 2 週間、患者役となり、学生に対

応したことで実際の実習のような展開になったとし

例 B として取り上げ、生活歴や家族としての想い

を深く語る内容から、その利用者の想いを想像し、

その人らしい姿を支える介護について考えることが

できるよう展開した。そして、利用者 B 様の担当

相談員から入所に関する手続き、ケアプラン等につ

いて学び、入所先の施設長から施設の理念や多職種

協働の実際について学ぶことができた。このように

一人の利用者に深く関わる一連のプログラムは、利

用者の暮らしの継続性を理解し、望ましい暮らしを

多職種連携の一員としての介護福祉士がどのように

支えるのかという重要な学びを得ることができたと

考えている。

　同様に、生活支援技術、介護過程、外出支援につ

いても、事例の提示、演習と準備、計画立案や手順

書の作成、実施、発表、振り返りと一連の流れをつ

くり系統的な実習プログラムを展開したことで、実

習生個々の実践力をつけることができたと考えてい

る。一つの課題について、普段の週一回の授業や演

習では細切れになりがちな内容を集中して取り組め

たことは、この学内実習の成果といえる。

　実施にあたり、教員集団としても自分の担当しな

かった日の内容を随時、申し送りや資料で知ること

ができ、これまでの連携体制がさらに強固なものに

なり、学生の成長に手ごたえを感じながら学内実習

を進めることができた。

　以上のことから、実習目標の達成のためには、①

外部講師などの効果的な人材の活用　②系統的な実

習プログラムを組み立てて実施すること　③教員の

連携が非常に有効であることを学んだ。

（2）実習方法と学生の実習姿勢の変化

　実習初日には、日常の授業と切り替えて実習に取

り組めるよう、全員の前で一人ずつ実習目標を発表

して実習に入った。学内でなじみのメンバーで行う

ことにより緊張感を継続させることができるかとの

懸念もあったが、感染対策を徹底しながら、終日、

全員が実習着で過ごし、毎日行動記録を提出するな

どのルールを守り実施することができた。通常の施

設実習と同様に、行動記録にはその日の実習目標を

記入して実習に臨み、その目標にそって記録を記入

することで、文章を書く力も向上し、主体的に学ぶ

姿勢を強くしていったと考える。

　学生間の学び合いの面では、実習全体を通して、

介護過程でのロールプレイングや外出支援の計画、

アクティビティ・サービスの発表など、課題を達成

するためにいくつかの小グループでの計画の立案、

演習を意図的に組み込み、時間を区切って取り組む

ようにした。実習生が学生間の意見交換により視野

を広げながら、自分の意見を伝える力もつけたと考

える。そして、グループワークや発表など限られた
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ムケアの必要性を理解できる　(7) 地域で生活する

人という視点で利用者を理解する　(8) 地域におけ

る社会資源として施設・事業所の役割を理解するこ

とを掲げて取り組んできている。実習準備の介護総

合演習で基本的な知識を学んで実習に臨み、実際に

施設で実施されている内容を体験することにしてい

る。多職種連携を理解するために多職種が参加する

ケアカンファレンスに同席したり、利用者の地域と

の関わりや施設の地域での行事や役割を学ぶという

ものである。しかし、これらの実施状況は、施設に

より取り組みの差が大きく、学ぶ内容は実習先に

よって大きな違いがあるのが現状である。まだ新カ

リキュラムということで、実習指導者も②多職種協

働の実践　③地域における生活支援の実践の分野に

ついての指導に意識が低いこともあると考えられ

る。

　学内実習では、先進的な取り組みをしている実習

施設の施設長、相談員、看護職などに、事例をあげ

て説明していただいたことで、学生全員が「多職種

協働」と「地域」について学べたことが成果であっ

たと考える。良い事例を学んだことで、利用者の望

ましい生活をチームケアで支えること、地域で生活

を継続する利用者としての理解、地域における施設

の役割についてイメージをふくらませ、実習の最終

盤には、「私が施設をつくったら」などのワークで

自分の考える理想の介護理念、介護方針による介護

施設の構想まで話し合う力をつけることができたと

考える。実習先によって学びの差があるため、新カ

リキュラム導入に際して、各実習施設への説明と依

頼が必要であり学内での実習前指導の中に今回の

「多職種協働」と「地域」についての学修を加える

必要がある。

７．結論

　介護総合演習の学内実施の評価と課題は次の４点

にまとめられる。

（1）実習目標の達成のためには、①外部講師など

の効果的な人材の活用　②系統的な実習プログラム

を組み立てて実施すること　③教員の連携が非常に

有効である。

（2）系統的な実習プログラムに対して課題を短期

間で完結し、評価が見え、学び合いや主体的にとり

くめるしくみを工夫することで学生の達成感や満足

感が高めらる。教員は、このような学生の力を引き

出す工夫を今後の実習指導や授業に活用していく必

要がある。

（3）学内実習においてロールプレイングやシミュ

レーション等模擬的な体験をとおして知識として学

ぶことにとどまるのはやむを得ない。しかし、学内

ている。場面が設定されているロールプレイではな

く、学生が計画した場面ごとの対応から、同じ事例

でも学生の視点によってケアの方向性に個別性が出

てくることもあり、コミュニケーションだけでなく、

患者の理解、関係構築を学んだとしている 3）。

　このことから、ロールプレイングは、利用者・援

助者両方の体験ができ、それぞれの状況や思いが学

べること、一方、シミュレーションは学生が場面設

定を決定するロールプレイングより、教員が利用者

役を演じることで実習に近い体験ができるというこ

とが考えられる。しかし、利用者役を演じる教員の

力量も問われるとも考える。落合ら（2020）は「臨

床に即した場面提示や模擬患者へのロールプレイの

導入は重要」であるが、「実際に入院中の対象者が

表出する不安、実際に稼働している医療・看護シス

テムの中に参画する緊張感の再現には限界」がある

ことを述べている 4）。

　学内実習において実際の利用者との接触ができな

いことは、感染予防のため避けられないことである

ため、こうした模擬的な体験をとおしての気づきを

大切にして振り返り、経験から知識として学ぶこと

にとどまるのはやむを得ないと考える。今年度は、

全国で卒業生の多くがこうした現場の実習体験が不

十分である状態で、介護現場に就職をしていくとい

う現実がある。今年度の全国の介護福祉実習の実施

現状は不明であるが、看護教育においては 74.1％

の実習が学内実習となったとの報道もある。これを

受けて、日本看護系大学協議会では、就職後の「新

人研修」の充実を求める要望書を厚生労働省等に提

出している 5）。「学内実習のシミュレーションでは

補い切れない能力」と地域差、学生個々の経験の差

を細やかに配慮をした研修体制が必要としている。

学内実習によって単位取得した卒業生が、コロナ禍

の介護現場で働くためには、現場での丁寧な新人教

育が配慮されるべきである。

３）多職種協働、地域との関連という新しい実習目

　　標について

　新介護福祉士養成教育課程（2 年課程の養成施設

は令和 3 年度から導入）においては、介護実習（450

時間）の教育に含むべき事項として①介護過程の実

践的展開　②多職種協働の実践　③地域における生

活支援の実践の 3 点が定められ、それを受けて「介

護実習指導のためのガイドライン」では、養成校と

実習施設が「取り組むべき内容及び留意点」をあげ

ている 6）。本学では、従来から介護福祉実習や他

の授業においても「多職種連携」や「地域」につい

て学ぶことを重視してきており、新カリキュラム導

入に先立ち、介護総合実習の実習目標に (6) 利用者

本位のサービスを提供するため多職種を含めたチー
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実習により、単位取得した卒業生が、コロナ禍の介

護現場で働くためには、現場での丁寧な新人教育が

配慮されるべきである。

（4）新カリキュラム導入に際して、実習施設でも

学内の実習前指導の中でも「多職種協働」と「地域」

について全員が学べる配慮が必要である。

おわりに

　今回、コロナ禍においての介護総合演習の学内実

施は、実習施設の職員や卒業生と本学のこれまでの

連携の積み重ねがあったからこそ実現できたことで

あり、また学科教員のチームワークの賜物であった。

さらなる実習施設との連携と教員の教育力の向上を

図りたい。試行錯誤ではあったが、学生とともに成

長する機会を得たことを感謝し、次年度の授業と実

習指導の充実と研究を進めたい。ご協力をいただい

た実習施設の職員の方々、卒業生の皆様、アンケー

トにご協力いただいた学生の皆様に心から感謝申し

上げたい。
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